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儲
后
降
嘉
命

思
紀
被
微
身

明
発
春
桑
梓

永
歎
懐
密
親

流
念
辞
南
滋

街
怨
別
西
津

駆
馬
遵
准
沼

旦
夕
見
梁
練

服
義
追
上
烈

矯
迩
廊
宮
臣

朱
獄
成
電
士

長
綾
皆
俊
人

契
関
承
華
内

線
修
験
歳
年

自
暮
柳
総
駕

遺
遥
観
洛
川

但
没
多
扶
木

宿
草
凌
寒
熔

口
子
易
感
慌

「
雑
体
詩
」

機

訳
注

重
野

儲
后
嘉
命
を
降
し

恩
紀
微
身
に
被
る

明
発
に
桑
梓
を
春
み

永
歎
し
て
密
親
を
懐
う

と

ど

な

ん

ぜ

い

念
い
を
流
め
て
南
滋
を
辞
し

怨
み
を
街
ん
で
茜
津
に
別
る

馬
を
駆
り
て
准
澗
に
遵
い

旦
夕
に
、
梁
陳
を
見
る

義
を
服
い
て
上
烈
を
追
い

迩
を
矯
げ
て
宮
臣
に
頗
る

朱
倣
は
威
く
撃
士
に
し
て

長
綾
は
皆
な
俊
人
な
り

承
華
の
内
に
契
関
し

編
修
し
て
歳
年
を
総
ゆ

日
暮
に
聯
く
駕
を
総
び

遺
遥
し
て
格
川
を
観
る

但
没
し
て
挟
木
多
く

宿
草
寒
焔
を
凌
ぐ

口
(
遊
)
子
感
儀
し
易
く

『
文
選
集
注
』
江
掩
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
二
)

際
平
原
(
総
箆
)
機
(
重
野
)
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開
魔
し
て
還
た
自
ら
憐
む

願
わ
く
は
言
を
三
鳥
に
寄
せ
ん

離
思
徒
然
に
非
ず
と

隣
躍
還
自
憐

願
書
寄
三
烏

離
由
主
汁
徒
然

〔
押
韻
]
]

O
身
・
親
・
津
・
陳
・
歪
・
人
(
上
平
十
七
真
)

O
年
・
川
・
焔
・
憐
・
然
(
下
平
声
一
先
)

〔
校
勘
出

霧
管
「
剤
宮
」
〈
校
勘
各
本
〉

山
山
駆
白
馬
遵
准
油
「
嚇
馬
遵
准
沼
」

本
・
建
州
本
〉

ω
服
薬
梢
追
上
烈
「
服
義
追
上
川
」
〈
校
勘
各
本
〉

口
径
没
多
扶
木
「
祖
外
多
扶
木
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州

本〉
同
宿
輩
・
凌
寒
熔
「
宿
草
掛
寒
熔
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
昌
子
監

本
〉
「
箔
草
陵
寒
姻
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

日
ロ
↓
子
易
感
億
底
本
は
「
週
」
字
を
欠
く
。
今
、
〈
校
勘
各
本
〉

に
従
つ
で
補
う
。
「
遊
子
易
感
慨
」
〈
明
州
本
・
秀
州
本
〉

初
勝
議
選
自
憐
「
榔
瑚
還
自
憐
」
〈
校
勘
各
本
〉

〈
尤
刻
本
・
拐
刻
本
・
冨
子
監

〔
訳
]

太
子
一
は
あ
り
が
た
い
命
を
お
降
し
に
な
り
、
そ
の
厚
い
患
情
を
こ
の

卑
し
い
お
河
に
も
被
っ
た
。
明
け
方
に
故
郷
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
出
発
し
、

い
つ
ま
で
も
歎
き
つ
つ
親
し
い
人
々
の
こ
と
に
想
い
を
め
ぐ
ら
し
た
。

五
三
一
員
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念
い
を
留
め
つ
つ
南
の
岸
で
別
れ
を
げ
、
怨
む
心
を
抱
い
て
西
の
渡

し
場
で
離
別
し
た
。
馬
を
駆
け
て
准
水
と
沼
水
に
沿
っ
て
行
き
、
朝
に

タ
に
梁
と
陳
の
地
を
な
が
め
た
。

私
は
道
義
を
行
っ
て
す
ぐ
れ
た
人
々
の
あ
と
を
追
い
、
足
を
挙
げ
て

宮
中
に
入
り
直
下
と
な
っ
た
。
赤
い
膝
覆
い
を
つ
け
る
の
は
み
な
遊
ば

れ
た
人
で
あ
り
、
長
い
冠
の
ひ
も
を
垂
れ
る
の
は
み
な
す
ぐ
れ
た
人
で

あ
る
。
承
華
内
の
宮
内
で
勤
め
励
み
、
穏
や
か
に
数
年
を
過
ご
し
て
い

っ
た
。あ

る
日
暮
れ
、
私
は
し
ば
し
の
問
問
、
手
織
を
結
び
馬
を
休
ま
せ
、
ぶ

ら
ぶ
ら
と
歩
き
な
が
ら
洛
水
の
あ
た
り
を
な
が
め
た
。
す
る
と
墓
の
あ

た
り
に
は
抱
え
る
ほ
ど
の
大
き
さ
の
木
が
多
く
立
ち
並
び
、
十
日
根
の
革

が
冷
や
や
か
な
も
や
の
中
に
伸
び
て
い
た
。
こ
ん
な
も
の
を
見
る
と
旅

人
と
い
う
も
の
は
す
ぐ
に
心
を
動
か
さ
れ
や
す
い
も
の
で
、
何
度
も
行

き
悩
ん
で
は
我
が
身
を
憐
ん
だ
。
ど
う
に
か
し
て
あ
の
三
羽
の
鳥
た
ち

に
託
し
た
い
も
の
だ
、
故
郷
を
離
れ
た
こ
の
思
い
は
常
で
は
な
い
の

だ
と
。

{
陸
平
原

(
霧
宮
)

機

陸
善
経
呂
、

①
 

耳
目
章
一
回
一
五
、

成
都
王
表
機
起
為
平
原
内
史
。

陸
善
経
臼
わ
く
、
晋
書
に
云
う
、

原
内
史
と
為
す
、
と
。

成
都
王

機
を
表
し
、

起
し
て
平

五
四
頁

〔
訳
〕陸

善
経
は
い
う
、
「
『
晋
書
』
に
、

平
原
内
史
に
起
用
し
た
』
と
あ
る
」

『
成
都
王
は
陸
機
を
と
り
た
て
て

と。

〔
注
〕①

普
書
云
・
:
陸
機
の
伝
は
、
現
行
『
晋
書
』
(
一
房
玄
齢
撰
)
巻
五

十
四
に
見
え
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
時
成
都
王
穎
推
功
不
居
、
労
謙
下

土
。
機
既
感
全
済
之
窓
、
又
見
朝
廷
屡
有
変
難
、
謂
穎
必
能
康
隆
晋
室
、

遂
委
身
鷲
。
頴
以
機
参
大
将
軍
軍
事
、
表
為
平
原
内
史
。
(
特
に
成
都

王
穎
、
功
を
推
り
て
居
ら
ず
、
労
、
謙
し
て
土
に
下
る

D

機
銃
に
全
済
の

患
に
、
感
じ
、
又
た
較
廷
屡
し
ば
変
難
有
る
を
見
、
穎
必
ず
能
く
晋
室
を

康
経
せ
ん
こ
と
を
請
い
、
遂
に
身
を
委
ぬ
。
頴
機
を
以
て
大
将
軍
軍

事
に
参
ぜ
し
め
、
表
し
て
平
原
内
史
と
為
す
ご
と
あ
る
。
し
か
し
、

陸
機
「
平
原
内
史
を
謝
す
る
表
」
(
『
文
選
』
巻
三
十
七
)
題
下
の
李
善

注
に
引
く
減
栄
緒
の
『
晋
書
』
に
、
「
成
都
王
表
現
機
、
起
為
平
原
内

史
。
(
成
都
王
表
し
て
機
を
理
め
、
起
し
て
平
原
内
史
と
為
す
ご
と

あ
り
、
ほ
ぼ
同
様
の
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
陸
善
経
の
引
用
は
減
栄
緒

の
『
晋
書
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
清
・
湯
球

輯
『
九
家
旧
晋
書
輯
本
』
(
楊
朝
明
校
補
、
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九

九
一
年
)
も
同
表
の
李
善
注
か
ら
輯
供
し
て
い
る
。

②
成
都
王
司
馬
穎
(
西
晋
、
武
帝
、
成
寧
五
年
〔
二
七
九
〕

i
西

普
、
恵
帝
、
光
照
元
年
〔
一
ニ

O
六
〕
)
。
字
は
章
度
。
武
帝
司
馬
炎
の
第

十
六
子
、
恵
晋
の
異
母
弟
、
懐
帝
の
異
母
兄
に
あ
た
る
。
成
都
王
と
し

て
王
朝
の
重
鎮
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
八
王
の
乱
に
加
わ
っ
た
。
永
寧
元

年
(
三

O
一
)
、
斉
王
司
馬
問
の
挙
兵
に
応
じ
、
越
王
苛
馬
倫
を
滅
ぼ



し
た
。
斉
王
失
脚
後
、
鄭
に
帰
り
、
大
将
軍
・
都
督
中
外
諸
軍
事
と
な

っ
た
。
太
安
二
年
(
一
ニ

O
三
)
、
河
間
王
司
馬
額
と
と
も
に
長
沙
玉
司

馬
v八
を
討
ち
、
翌
年
に
入
京
し
て
丞
柁
と
な
り
、
再
び
鄭
に
帰
り
、
自

ら
皇
太
弟
と
し
て
立
っ
た
。
そ
し
て
臨
機
を
殺
し
、
権
勢
を
振
っ
た
。

建
武
元
年
(
三

O
四
)
八
丹
、
幽
州
都
督
王
淡
お
よ
び
井
州
刺
史
司
馬

騰
ら
に
大
敗
し
、
長
安
に
送
ら
れ
て
皇
太
弟
伎
を
廃
さ
れ
た
。
翌
年
七

月
に
配
下
の
公
的
藩
ら
が
挙
兵
し
、
一
時
的
に
復
権
を
果
た
し
た
が
、

東
海
王
司
馬
越
に
敗
れ
、
翌
年
五
月
に
長
安
か
ら
逃
亡
を
試
み
る
が
捕

ら
え
ら
れ
、
鄭
に
送
ら
れ
て
沼
陽
王
司
馬
域
の
保
護
下
に
皿
温
か
れ
た
。

同
十
月
、
司
馬
城
が
急
死
す
る
と
劉
輿
は
紛
争
の
根
元
を
断
つ
た
め
、

詔
と
偽
っ
て
司
馬
穎
を
処
刑
し
た
。
伝
は
『
晋
書
』
巻
五
十
九
。

③
平
原
内
史
平
原
は
、
現
在
の
山
東
省
聯
城
県
か
ら
河
南
省
徳
州

市
に
か
け
て
の
一
帯
を
さ
す
。
内
史
は
、
首
都
及
び
そ
の
近
辺
の
燥
を

管
理
す
る
長
官
。
菱
亮
夫
氏
『
陸
平
原
年
譜
』
(
上
海
古
典
文
学
出
版

社
、
一
九
五
七
年
、
後
に
『
萎
亮
夫
全
集
』
二
十
二
巻
、
雲
南
人
民
出

版
社
、
二

O

O
二
年
、
に
収
む
)
に
よ
れ
ば
、
陸
機
が
任
ぜ
ら
れ
た
の

は
太
安
元
年
(
三

O
二
)
七
、
八
月
の
間
こ
と
。

01 
02 

{
儲
后
降
嘉
命

思
紀
被
微
身
}

①

②

 

李
善
日
、
漢
書
、
疏
広
日
、
太
子
国
儲
副
君
。
琴
操
、
史
魚
日
、

③

a
g
E
 

喝
愚
志
以
報
塞
恩
紀
。
播
岳
向
陽
県
詩
日
、
微
身
軽
蝉
潔
(
。

音
決
、
儲
、
音
除
。
被
、
皮
義
反
。

@
 

銑
目
、
儲
后
、
太
子
。
機
為
太
子
洗
馬
。

ニ
一
一
回
太
子
之
怠
被
於
己
也
。

明
文
選
集
注
い
江
掩
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
一
一
)

陸
平
原
(
報
官
)
機
(
重
野
)

李
基
ロ
臼
わ
く
、
漢
書
に
、
琉
広
巴
わ
く
、
太
子
は
国
儲
副
君
な
り
、

と
。
琴
操
に
、
史
魚
田
わ
く
、
愚
志
を
塙
く
し
て
以
て
思
紀
に
報
塞
せ

ん
と
思
う
、
と
。
播
岳
の
河
陽
の
詩
に
日
わ
く
、
微
身
蝉
の
翼
よ
り

も
軽
し
、
と
。

音
決
に
、
儲
は
、
音
徐
。
被
は
、
皮
義
の
反
、
と
。

銑
日
わ
く
、
儲
后
は
太
子
な
り
。
機
太
子
洗
馬
と
為
る
。

こ
ろ
は
太
子
の
恩
己
に
被
る
な
り
、
と
。

ニ一一口うこ

(
校
勘
〕

O
潜
岳
河
揚
県
詩
日

各
本
〉

(
「
県
」
字
無
し
)

潜
岳
河
揚
詩
日

〈
校
勘

忠、

〔
訳
〕李

善
は
い
う
、
弓
漢
書
』
に
、
疏
広
が
『
太
子
は
国
君
の
後
継
者
で

あ
る
』
と
い
っ
て
い
る
。
『
琴
操
』
に
、
史
魚
が
『
こ
の
つ
ま
ら
な
い

志
を
十
分
に
尽
く
し
て
君
(
衛
霊
公
)
の
厚
い
恩
情
に
報
い
た
い
と
患

う
』
と
い
っ
て
い
る
。
播
岳
の
、
河
湯
の
詩
に
は
、
『
し
が
な
い
こ
の
身

は
蝉
の
羽
よ
り
も
軽
い
』
と
あ
る
」
と
。

明
立
回
一
決
』
に
は
、
「
儲
の
音
は
除
、
被
は
皮
義
の
反
」
と
あ
る
。

張
銑
は
い
う
、
「
儲
后
は
太
子
の
こ
と
で
あ
る
。
陸
機
は
太
子
洗
馬

と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
こ
は
太
子
の
恩
恵
が
自
分
に
も
及
ん
だ
と
い

う
味
で
あ
る
」
と
。

〔
注
〕

五
五
頁
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①
漢
書
疏
広
日

:

-

b

七

十

一

「

鶴

統

子

辞

伝

」

(

疏

広
伝
)
に
、
「
太
子
外
祖
父
特
進
平
怠
侯
許
伯
以
為
太
子
少
、
自
使
其

弟
中
郎
将
舜
監
護
太
子
家
。
上
以
間
広
、
広
対
日
、
太
子
関
儲
樹
君
、

師
友
必
於
天
下
英
後
、
不
{
且
独
毅
外
家
許
氏
。
(
太
子
の
外
祖
父
の
特

進
平
思
侯
許
伯
、
以
て
太
子
少
し
と
為
し
、
自
其
の
弟
の
中
郎
将
舜

を
し
て
太
子
家
を
監
護
せ
し
む
。
上
以
て
広
に
問
ひ
、
広
対
え
て
日

わ
く
、
太
子
は
国
儲
劉
君
な
り
、
部
友
は
必
ず
天
下
の
英
俊
に
於
い
て

し
、
宜
し
く
独
り
外
家
の
許
氏
に
親
し
む
る
の
み
な
る
べ
か
ら
ず
ご

と
あ
る
。
「
国
儲
」
「
部
君
」
と
も
に
、
国
君
の
後
継
者
、
皇
太
子
の
意
。

②
琴
操
史
魚
田
:
・
『
琴
操
』
巻
下
「
諌
不
違
歌
」
に
、
「
時
蓬
伯

玉
執
清
廉
之
節
、
修
仁
義
之
方
、
史
魚
乃
薦
伯
玉
於
霊
公
口
公
日
諾
、

茶
後
不
用
。
史
魚
得
(
復
)
入
呂
、
夜
間
関
抱
王
朝
君
、
不
如
賞
賢
む
夫

国
危
者
間
引
患
仁
、
思
安
者
即
急
賢
。
公
何
嫌
疑
。
一
撃
公
謂
史
魚
以
庭
畿

虚
飾
、
良
久
乃
応
之
。
史
魚
出
、
謂
其
子
日
、
我
思
喝
愚
志
、
以
報
塞
思
紀
、

薦
蓬
伯
玉
於
公
、
公
以
我
一
一
一
一
口
為
不
信
、
将
自
殺
以
明
之
。
我
死
後
勿
数
、

用
伯
玉
乃
数
。
(
時
に
蓬
伯
玉
清
廉
の
節
を
執
り
、
仁
義
の
方
を
修
め

し
に
、
史
魚
乃
ち
伯
玉
を
霊
公
に
薦
む
。
公
諾
と
巳
う
も
、
其
の
後
用

い
ず
。
史
魚
入
る
を
得
て
日
わ
く
、
巨
額
く
、
玉
を
抱
え
て
君
に
較
す

る
は
、
緊
を
貢
す
る
に
如
か
ず
。
夫
れ
雷
危
き
と
き
は
烈
ち
仁
を
患
い
、

安
き
を
患
う
と
き
は
烈
ち
緊
を
急
ぐ
。
公
何
ぞ
嫌
疑
せ
ん
、
と
。
一
笠
公

史
魚
の
庭
褒
を
以
て
虚
飾
す
と
誘
い
、
良
や
久
し
う
し
て
乃
ち
之
に
応

ず
。
史
魚
出
で
て
、
其
の
子
に
謂
い
て
日
わ
く
、
我
れ
懇
志
を
喝
く
し

て
、
以
て
患
紀
に
報
塞
せ
ん
こ
と
を
思
い
、
逮
伯
玉
を
公
に
薦
む
る
も
、

公
我
が
言
を
以
て
不
信
と
為
す
、
将
に
自
殺
し
て
以
て
之
を
明
ら
か
に

せ
ん
と
す
。
我
れ
死
し
て
後
数
む
る
勿
か
れ
、
伯
玉
を
用
い
な
ば
乃
ち
数

五
六
頁

め
よ
、
と
)
」
(
以
上
、
平
津
舘
叢
書
本
に
拠
る
)
と
あ
る
。
史
魚
は

衛
墾
公
に
緊
人
で
あ
る
遠
伯
玉
を
推
挙
し
た
が
、
公
は
厚
く
用
い
よ
う

と
し
な
か
っ
た
。
度
重
な
る
諌
一
一
一
一
口
も
開
聞
き
入
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ

の
息
子
を
呼
び
「
私
は
生
前
公
の
恩
情
に
報
い
る
た
め
、
賢
人
で
あ
る

伯
玉
を
推
挙
し
た
が
、
聞
き
入
ら
れ
ず
、
公
は
私
を
信
用
な
さ
ら
な
い
。

こ
う
な
っ
て
は
自
ら
命
を
絶
ち
、
そ
の
患
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。

私
の
死
後
、
亡
骸
は
す
ぐ
に
礼
式
に
の
っ
と
っ
た
棺
桶
に
安
霞
せ
ず
、

伯
玉
が
任
用
さ
れ
て
か
ら
に
せ
よ
」
と
遺
言
し
た
。
こ
れ
に
似
た
話
は

?
礼
子
家
語
』
函
響
篇
に
も
見
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
韓

詩
外
伝
』
(
巻
七
・
二
十
一
章
)
の
説
話
に
基
づ
く
。
「
窓
紀
」
は
、
恩

愛
の
情
、
い
つ
く
し
み
。

③
港
岳
河
揚
詩
日
・
:
「
河
陽
県
の
作
二
首
」
(
『
文
選
』
巻
二
十

六
)
に
、
「
微
身
軽
蝉
翼
、
弱
冠
恭
嘉
招
。
(
微
身
蝉
翼
よ
り
も
軽
く
、

弱
冠
に
し
て
嘉
招
を
恭
な
く
す
ご
と
あ
る
。

@
太
子
洗
馬
太
子
洗
馬
は
、
秦
・
漢
よ
り
は
じ
ま
り
、
太
子
の
外

出
時
の
先
導
を
つ
と
め
、
天
子
の
詫
者
に
柁
当
す
る
官
。
晋
で
は
太
子

の
図
書
、
講
経
、
釈
箕
な
ど
も
つ
か
さ
ど
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『
晋
帯
一
一
こ

陸
機
伝
に
、
「
太
康
末
、
与
弟
雲
倶
入
洛
、
造
太
常
張
華

0

・
:
:
・
張
華

薦
之
諸
公
。
後
太
侍
楊
綾
辞
為
祭
酒

D

会
駿
談
、
累
遷
太
子
洗
馬
・
著

作
郎
。
(
太
康
の
末
、
弟
雲
と
俣
に
入
洛
し
、
太
常
張
華
に
造
る
。

:
張
華
之
を
諸
公
に
薦
む

D

後
に
太
侍
楊
綾
砕
き
て
紘
一
小
、
婚
と
為
す
。
駿

の
諒
せ
ら
る
る
に
会
し
、
累
ね
て
太
子
洗
馬
・
著
作
郎
に
遷
る
ご
と

あ
る
。



03 
04 

{
明
発
春
桑
梓

永
歎
懐
密
親
}

①

s
i
 

李
善
目
、
陸
機
婚
顧
彦
先
詩
日
、

日
、
鳴
咽
辞
密
親
。
永
歎
見
下
注
。

③
 

李
周
翰
日
、
明
発
、
一
一
=
口
発
タ
至
曙
砲
。

φ
 

又
赴
洛
道
中
作
詩

巻
言
懐
桑
梓
。

歎
怠
懐
密
友
近
親
。

李
善
白
わ
く
、
陸
機
の
顧
彦
先
に
贈
る
詩
に
日
わ
く
、
春
り
み
て
言

に
桑
梓
を
懐
う
、
と
。
又
た
格
に
赴
く
道
中
の
作
の
詩
に
臼
わ
く
、
鳴

晒
し
て
密
親
に
辞
す
、
と
。
永
歎
は
、
下
注
に
見
ゆ
、
と
。

李
周
翰
白
わ
く
、
明
発
は
、
タ
よ
り
発
し
て
曙
に
至
る
を
言
う
な
り
。

歎
息
し
て
密
友
近
殺
を
懐
う
な
り
、
と
。

〔
校
勘
〕

O
陸
機
贈
顧
彦
先
詩
日

〈
校
勘
各
本
〉

O
永
歎
見
下
注
「
又
永
嘆
遵
北
渚
」
〈
建
州
本
〉

。
一
一
首
発
タ
至
曙
也
二
一
一
口
発
タ
至
曙
」
(
「
也
」
字
無
し
)

本〉

「
陸
機
贈
顧
彦
先
日
」

(
「
詩
」
字
無
し
)

〈
校
勘
各

[訳〕李
善
は
い
う
、
「
陸
機
の
「
顧
彦
先
に
贈
る
」
詩
に
、
『
振
り
返
っ
て

故
郷
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
』
と
あ
る
。
ま
た
「
洛
陽
に
赴
く
道
中

で
の
作
」
の
詩
に
、
『
昭
び
悲
し
ん
で
近
親
の
人
々
に
別
れ
を
告
げ
る
』

と
あ
る
。
永
歎
は
、
下
注
に
見
え
る
」
と
。

十
字
回
州
戦
は
い
う
、
「
明
発
は
、
夕
方
か
ら
明
け
方
に
至
る
ま
で

。〉

『
文
選
集
注
』
江
掩
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
二
)

睦
平
原
(
総
痘
)
機
(
麗
野
)

時
間
)
を
い
う
。

患
う
の
で
あ
る
」

そ
し
て
歎
き
な
が
ら
親
友
や
近
親
の
人
々
の
こ
と
を

と。

〔
注
〕

①
陸
機
贈
顧
彦
先
詩
日
・
:
陸
機
「
尚
骨
一
一
日
郎
顧
彦
先
に
贈
る
二
首
」

(
『
文
選
』
巻
二
十
四
)
英
二
に
見
え
る
。
ま
た
、
『
毛
詩
』
小
雅
「
大

東
」
に
、
「
捲
言
顧
ノ
之
、
潜
駕
出
沸
。
(
捲
み
て
言
に
之
を
顧
み
、
潜
鷲

と
し
て
沸
を
出
す
ご
と
見
え
、
「
倦
」
(
「
春
」
に
同
じ
)
は
、
吋
毛
伝
』

が
「
路
、
反
顧
也
。
(
路
は
、
反
顧
な
り
ご
と
注
す
る
ご
と
く
、
振
り

返
っ
て
見
る
こ
と
。
二
一
一
ど
は
虚
詞
で
あ
る
が
、
鄭
玄
は
「
一
一
一
一
口
、
我
也
。

(

4

一
一
口
は
、
我
な
り
ご
と
説
く
。
「
桑
梓
」
は
、
『
毛
詩
』
小
雅
「
小
弁
」

に
、
「
維
桑
与
梓
、
必
恭
敬
止
。
(
維
れ
桑
と
梓
と
に
、
必
ず
恭
敬
す
ご

と
あ
り
、
古
く
は
家
の
敷
地
に
桑
と
梓
を
植
え
た
こ
と
か
ら
、
故
郷
の

家
、
故
郷
、
父
母
の
意
に
用
い
ら
れ
る
。

②
赴
洛
道
中
作
詩
臼
:
・
陸
機
「
洛
に
赴
く
道
中
の
作
二
首
」
(
吋
文

選
』
巻
二
十
六
)
其
一
に
見
え
る
。
「
密
親
」
は
、
殺
密
な
人
、
近
親

の
人
。
五
臣
(
都
良
)
は
「
密
、
猶
近
也
。
(
密
は
、
猶
お
近
の
ご
と

き
な
り
ご
と
注
す
る
。

③
明
発
明
け
方
、
夜
明
け
。
『
毛
詩
』
小
雅
「
小
宛
」
に
、
「
明
発

不
媒
、
有
懐
二
人
。
(
明
発
ま
で
媒
ね
ら
れ
ず
、
二
人
を
懐
う
有
り
ご

と
あ
り
、
『
毛
伝
』
は
「
明
発
、
発
タ
至
明
。
(
明
発
は
、
タ
よ
り
発
し

て
明
に
至
る
な
り
ご
と
注
し
て
お
り
、
李
民
斡
の
注
は
こ
れ
を
踏
ま

え
て
い
る
。

五
七
一
良
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{
流
入
芯
辞
南
滋

街
怒
別
西
津
〕

①
 

李
善
臼
、
陸
機
赴
洛
道
中
詩
白
、

預
左
氏
伝
注
日
、
遜
、
水
涯
品
。

音
決
、
滋
、
音
逝
。

呂
延
済
日
、
津
、
度
口
也
。

思
結
南
津

杜ト

永
歎

北
渚
、

李
基
口
臼
わ
く
、
陸
機
の
洛
に
判
定
く
道
中
の
詩
に
巳
わ
く
、
永
歎
し
て

北
渚
に
遊
い
、
思
い
を
遺
し
て
南
津
に
結
ぶ
、
と
。
社
預
の
氏
伝
の

注
に
日
わ
く
、
滋
は
、
水
涯
な
り
、
と
。

立
国
決
に
、
滋
は
、
立
国
逝
、
と
。

呂
延
済
日
わ
く
、
津
は
、
度
口
な
り
、
と
。

〔
校
勘
〕

O
社
預
左
氏
伝
注
「
社
預
左
氏
伝
」
(
「
注
」
字
無
し
)

・
胡
刻
本
・
秀
州
本
〉
〈
明
州
本
〉
は
こ
の
注
無
し
。

O
呂
廷
済
日
津
度
口
山
也
「
済
臼
滋
水
謹
也
津
渡
口
」

し
)
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

〈
尤
刻
本

(
「
塩
」

{
子
鉱
山

〔一訳〕
李
善
は
い
う
、
「
陸
機
の
「
洛
陽
に
赴
く
道
中
」
の
詩
に
、
『
長
い
た

め
息
を
つ
い
て
北
の
渚
に
沿
っ
て
進
み
、
別
れ
の
患
い
を
残
し
て
南
の

渡
し
場
で
交
わ
し
た
』
と
あ
る
。
社
演
の
『
左
氏
伝
』
の
注
に
は
、

q
…滋

は
、
み
ぎ
わ
の
こ
と
で
あ
る
』
と
い
う
」
と
。

『
立
日
決
』
に
は
、
「
溢
は
、
立
日
は
逝
」
と
あ
る
。

五
八
頁

円
凸
延
済
は
い
う
、

「
津
は
、

渡
し
場
の
こ
と
で
あ
る
」

と

〔
注
〕①

陸
機
赴
洛
道
中
詩
日
・
:
前
出
、
濯
機
「
洛
に
赴
く
道
中
の
作

二
首
」
其
一
に
見
え
る
。
「
遵
」
は
、
李
善
は
「
遵
、
徳
也
。
(
遵
は
、

徹
う
な
り
ご
と
注
す
る
。
「
遺
思
」
に
つ
い
て
、
李
善
は
、
秦
嘉
「
婦

に
贈
る
詩
三
首
」
(
『
玉
台
新
一
一
諒
』
巻
一
お
よ
び
『
古
詩
記
』
巻
十
四
、

所
収
)
其
三
に
、
「
何
用
叙
我
心
、
遺
思
致
款
誠
。
(
何
を
用
て
か
我
が

心
を
叙
せ
ん
、
思
い
を
遺
り
て
款
誠
を
致
す
ご
と
あ
る
の
を
先
行
用

例
と
し
て
引
く
。
但
し
、
こ
こ
で
の
「
遺
」
は
、
残
す
、
留
め
る
、
の

意
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
「
遺
思
」
は
、
「
雑
体
詩
」
本
文
の
「
流

念
」
に
対
応
す
る
語
で
あ
る
か
ら
、
「
流
」
を
そ
の
ま
ま
「
な
が
す
」

の
意
に
解
す
る
の
は
相
応
し
く
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
清
・
朱
駿
声

『
説
文
通
訓
定
声
』
(
宇
部
第
六
)
に
は
、
「
流
」
が
「
留
」
の
仮
借
で

あ
る
と
い
う
説
を
提
示
し
て
お
り
、
用
例
と
し
て
は
吉
く
『
周
易
』
繋

辞
伝
上
に
、
「
芳
行
而
不
流
、
楽
天
知
命
、
故
不
憂
D

(

秀
行
し
て
流
ま

ら
ず
、
天
を
楽
し
み
て
命
を
知
る
、
故
に
憂
え
ず
ご
と
あ
る
の
を
あ

げ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
典
拠
と
し
て
「
流
」
を

「
留
め
る
」
の
意
に
解
す
る
。
な
お
、
仮
借
と
し
て
の
そ
の
他
の
用
例

に
つ
い
て
は
、
高
亨
氏
『
古
字
通
般
会
典
』
(
斉
魯
書
社
出
版
、
一
九

八
九
年
)
七
四
八
頁
を
参
看
。

②
社
預
左
氏
伝
注
目
:
・
『
春
秋
左
氏
伝
』
成
公
十
五
年
「
秋
八
月
、

葬
宋
共
公
口
(
秋
八
月
、
宋
の
共
公
を
葬
る
ご
の
条
の
伝
「
則
決
陸
滋
、

関
門
登
降
失
。
(
則
ち
維
の
滋
を
決
し
、
門
を
閉
じ
て
降
に
登
る
ご
の

社
注
に
見
え
る
。
「
滋
」
は
、
水
際
、
堤
防
。
ま
た
、
『
楚
辞
』
九
歌
篇



「
湘
夫
人
」
に
、
「
戟
馳
余
馬
今
江
皐
、
タ
済
今
西
滋
。
(
較
に
余
が
馬

を
江
皐
に
馳
せ
て
、
タ
に
西
滋
に
済
る
ご
と
あ
り
、
王
逸
は
「
滋
、

水
涯
也
。
(
溢
は
、
水
涯
な
り
ご
と
注
す
る
。

07 
08 

{
一
駿
馬
遵
准
沼

日
一
タ
見
、
梁
陳
}

①
 

李
善
臼
、
毛
詩
日
、
駈
馬
悠
々
。

尋
清
軌
、
遠
遊
越
梁
陳
。

音
決
、
沼
立
関
西
。

劉
良
日
、
遵
、
依
也
。

⑤
 

棟
、
曹
植
所
封
富
。

②

E
2

・

陸
機
従
口

棟
詩
日
、

夙
駕

(、梁)

@
 

准
泊
、

E

E

E

@

 

二
水
名
口
。
梁
、
漢
景
帝
弟
所
封
国
。

李
善
日
わ
く
、
毛
詩
に
日
わ
く
、
馬
を
駆
る
こ
と
悠
々
た
り
、
と
。

陸
機
の
(
梁
)
陳
に
従
う
詩
に
日
わ
く
、
夙
に
駕
し
て
清
軌
を
尋
ね
、

遠
遊
し
て
梁
陳
を
越
ゆ
、
と
。

音
決
に
、
酒
は
音
呂
、
と
。

都
良
日
わ
く
、
遵
は
、
依
な
り
。
准
祖
は
、
二
水
の
名
な
り
。
梁
は
、

漢
の
景
帝
の
弟
の
封
ぜ
ら
れ
し
所
の
国
な
り
。
陳
は
、
曹
植
の
封
ぜ
ら

れ
し
所
の
関
な
り
、
と
。

00校
口ロ勘

一
梁
」

欠
字
。
〈
校
勘
各
本
〉
に
し
た
が
っ
て

不
明
字
。
〈
校
勘
各
本
〉
こ
の
字
無
し
。

に
改
め
る
。

吋
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注

陸
平
原
(
抑
制
官
)
機
(
麓
野
)

〔
訳
]

李
善
は
い
う
、
「
『
毛
詩
』
に
、
明
は
る
ば
る
と
馬
を
走
ら
せ
た
』
と

あ
る
。
陸
機
の
「
梁
陳
に
従
う
」
詩
に
、
『
朝
早
く
に
車
に
乗
っ
て
、

さ
わ
や
か
な
道
を
行
き
、
遠
く
旅
し
て
梁
や
陳
の
患
を
越
え
た
』
と
あ

る
」
と
。

2
日
決
』
に
、
「
沼
は
、
音
は
沼
」
と
あ
る
。

劉
良
は
い
う
、
「
遵
は
、
依
で
あ
る
。
准
と
、
沼
は
、
二
川
の
名
で
あ

る
。
梁
は
、
漢
の
景
帝
の
弟
が
封
じ
ら
れ
た
霞
で
あ
る
。
棟
は
、
曹
植

が
封
じ
ら
れ
た
国
で
あ
る
」
と
。

〔
注
〕①

毛
詩
日
:
・
『
毛
詩
』
臨
風
「
載
馳
」
に
、
「
駆
馬
悠
悠
、
至

於
漕
。
(
馬
を
駆
る
こ
と
悠
悠
た
り
、
一
一
一
一
口
に
潜
に
至
れ
り
ご
と
見
え
る
。

底
本
は
「
駈
」
に
作
る
が
、
こ
れ
は
「
駆
」
の
俗
字
。

②
陸
機
:
・
陸
機
「
呉
王
の
郎
中
た
り
し
持
、
梁
陳
に
従
い
し
作
」

(
『
文
選
』
巻
二
十
六
)
に
見
え
る
。

③
准
沼
准
水
、
酒
水
を
さ
す
。
准
水
は
、
黄
河
と
長
江
の
需
を
流

れ
る
第
三
の
大
、
河
。
現
在
の
阿
南
省
、
湖
北
省
の
境
に
あ
る
栂
給
山
地

に
発
し
、
安
徽
省
を
貫
流
し
、
江
蘇
省
の
洪
沢
湖
を
経
て
大
運
河
に
入

り
、
分
流
し
て
黄
海
と
長
江
に
注
ぐ
。
湖
水
は
、
准
町
内
の
一
大
支
流
で

あ
り
、
現
在
の
山
東
省
を
流
れ
る
川
。
陪
尾
山
に
源
を
発
し
、
西
南
に

流
れ
て
孔
子
の
生
地
で
あ
る
曲
阜
県
を
通
り
、
独
山
潟
に
注
ぐ
。

③

漢

最

帝

弟

劉

武

(
0
・
1
前
漢
、
景
帝
、
中
元
六
年
〔
前
一
四
回
〕
)

を
さ
す
。
文
帝
の
子
、
景
帝
の
弟
。
誌
は
孝
。
文
帝
十
二
年
(
前
一
六

八
)
に
、
梁
(
河
南
省
東
部
)
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
伝
は
『
漢
』
巻
四

五
九
頁
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十
七
。⑤

曹

植

後

漢

、

献

帝

、

初

平

三

年

ご

九

二

)
i
灘
、
明
帝
、
太

和
六
年
(
二
一
ニ
ニ
)
説
、
滞
留
誌
の
人
。
字
は
子
建
。
瞥
操
の
第
三
子
、

曹
不
十
の
弟
。
捺
(
河
南
省
准
滋
県
)
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
死
後
、
思
と
議

さ
れ
た
の
で
陳
思
王
と
称
さ
れ
る
。
幼
少
よ
り
文
才
に
恵
ま
れ
、
皆
換

に
愛
さ
れ
た
が
、
そ
の
た
め
曹
杢
と
は
不
遇
で
あ
っ
た
と
い
う
。
伝
は

『
三
弱
志
』
巻
十
九
。

09 
10 

{
線
義
追
上
烈

矯
誠
一
蔚
{
呂
芭
}

。

李
善
巳
、
楚
辞
日
、

還
、
矯
迩
入
山
(
一
京
民
。

呂
向
臼
、
服
義
、
(
服
)
吉
人
義
道
也
。
上
烈
、

@
 

禎
・
応
湯
等
。
言
我
挙
迩
廊
於
数
人
之
問
問
也
。

陸
善
経
回
、
上
烈
、
先
業
也
。

身
綴
義
市
未
沫
。

制
凶陸

機
従
梁
陳
詩
日
、

在
昔

向

w

@

@

謂
枚
乗
・
相
如
・
劉

李
善
一
回
わ
く
、
楚
辞
に
日
わ
く
、
身
は
義
を
綴
い
て
土
木
だ
沫
ま
ず
、

む

か

し

と
。
陸
機
の
梁
擦
に
従
う
詩
に
日
わ
く
、
在
昔
嘉
運
を
蒙
り
、
迩
を

矯
、
げ
て
崇
緊
に
入
る
、
と
。

呂
向
日
わ
く
、
義
を
服
う
と
は
、
吉
人
の
義
道
(
を
服
う
)
な
り
。

上
烈
は
、
枚
乗
・
相
如
・
劉
槙
・
応
湯
等
を
謂
う
。
一
一
一
一
口
う
こ
こ
ろ
は
我

ま
じ
わ

れ
誠
一
を
挙
げ
て
数
人
の
間
に
腐
る
な
り
、
と
。

窪
善
経
日
わ
く
、
上
烈
は
、
先
業
な
り
、
と
。

六

O
頁

〔
校
勘
〕

O
来
沫
「
未
鴻
」
〈
昌
子
監
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
呂
向
日
「
良
臼
」
〈
校
勘
各
本
〉

O
畿
道
「
道
義
」
〈
校
勘
各
本
〉
な
お
、
底
本
は

の
「
服
」
字
を
欠
く
が
、
各
本
に
従
っ
て
補
う
。

O
上
烈
「
上
列
」
〈
校
勘
各
本
〉

O
熊
「
内
」
〈
建
州
本
〉

o
a
〈
校
勘
各
本
〉
こ
の
字
無
し
。

「
古
人
」

。コ
上

〔
訳
〕李

蕃
は
い
う
、
「
『
楚
辞
』
に
、
『
身
は
正
し
い
道
理
に
の
っ
と
っ
て

行
っ
て
も
、
ま
だ
十
分
で
は
な
い
』
と
あ
る
。
盤
機
の
「
梁
擦
に
従
う
」

詩
に
は
、
『
か
つ
て
幸
福
な
巡
り
合
わ
せ
に
遇
い
、
足
を
挙
げ
て
宮
中

に
入
り
、
山
(
一
ホ
賢
内
の
中
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
』
と
あ
る
」
と
。

呂
向
は
い
う
、
「
義
を
服
う
と
は
、
古
人
の
す
ぐ
れ
た
事
績
(
に
の

っ
と
っ
て
行
う
こ
と
)
で
あ
る
。
上
烈
は
、
枚
乗
・
相
如
・
劉
禎
・
応

湯
ら
の
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
、
こ
こ
は
足
を
挙
げ
て
宮
中
に
入
り
、

数
人
の
者
た
ち
の
中
に
身
を
置
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
」
と
。

健
一
一
山
口
経
は
い
う
¥
「
上
烈
は
、
先
人
の
事
業
で
あ
る
」
と
。

〔
注
〕

①
楚
辞
日
・
:
『
楚
辞
』
招
魂
篇
に
、
「
朕
幼
清
以
廉
潔
今
、
身
服
義

市
未
沫
D

(

朕
幼
き
よ
り
清
く
し
て
以
て
廉
潔
、
身
は
義
を
服
う
こ
と

未
だ
沫
ま
ず
ご
と
見
え
る
。
「
服
義
」
に
つ
い
て
、
王
逸
は
了
一
一
一
口
我
少

小
修
清
潔
之
行
、
身
服
仁
義
、
未
曽
有
悌
巳
之
持
也
。
(
ニ
一
一
口
う
こ
こ
ろ



は
我
れ
少
小
よ
り
清
潔
の
行
い
を
修
め
、
身
は
仁
義
を
服
い
、
未
だ
曽

て
悌
己
の
時
有
ら
ざ
る
な
り
ご
と
注
す
る
ご
と
く
、
仁
義
を
行
う
こ

と
。
「
服
」
は
、
行
う
意
で
あ
り
、
我
が
国
の
『
楚
辞
』
の
和
刻
本
は

古
く
こ
れ
を
「
オ
コ
ナ
フ
」
と
訓
ま
せ
て
い
る
(
足
利
本
、
慶
安
本
『
文

選
』
も
同
じ
)
。
な
お
、
「
沫
」
に
つ
い
て
、
王
逸
は
「
沫
、
巳
也
。
(
沫

は
、
巳
む
な
り
ご
と
注
す
る
が
、
「
沫
」
に
そ
の
よ
う
な
義
は
無
く
、

恐
ら
く
は
「
沫
」
と
混
伺
し
て
い
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
南
宋
・
洪

輿
祖
の
補
注
に
は
、
「
沫
、
莫
員
切
。
易
自
、
自
中
見
沫
。
注
云
、
沫
、

0

0

0

0

 

微
昧
之
明
也
。
一
云
、
日
中
部
氏
自
邑
。
(
沫
は
、
莫
貝
の
切
。
易
(
下

経
「
豊
」
九
三
)
に
日
わ
く
、
日
中
に
沫
を
見
る
、
と
。
(
王
粥
)
注

に
云
う
、
沫
は
微
昧
の
明
な
り
、
と
。
一
(
服
度
)
に
云
う
、
日
中
に

し
て
昏
き
な
り
、
と
ご
と
あ
る
ご
と
く
、
う
す
暗
い
さ
ま
、
ほ
の
か

に
暗
い
よ
う
す
、
の
意
で
あ
り
、
正
し
く
「
沫
」
の
義
を
説
い
て
い
る
。

し
か
し
、
『
文
選
』
に
収
め
る
『
楚
辞
』
招
魂
篇
の
李
善
注
が
王
逸
の

注
を
引
く
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
意
向
に
従
う
。

②
陸
機
従
梁
陳
詩
日
:
・
前
出
、
陸
機
「
呉
王
の
郎
中
た
り
し
時
、

梁
線
に
従
い
し
作
」
に
見
え
る
。
「
矯
誠
一
」
は
、
足
を
高
く
あ
げ
て
俗

世
を
出
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
宮
中
に
入
る
、
出
仕
す
る
こ
と
を
い
う
。o

 

「
矯
」
は
、
「
挙
」
に
同
じ
。
『
楚
辞
』
九
章
篇
「
惜
諦
」
に
、
「
矯
葱

婦
以
私
処
分
。
(
忍
の
娠
を
矯
げ
て
以
て
私
処
す
ご
と
あ
り
、
王
逸
は
、

「
矯
、
挙
也
。
(
矯
は
、
挙
な
り
ご
と
注
す
る
。
ま
た
、
李
善
注
に
引

0

0

げ
ん

く
孫
放
の
詩
に
、
「
矯
速
歩
玄
関
(
漣
を
矯
げ
て
玄
留
を
歩
む
)
」
と
あ

る。「山(一
m
緊
」
は
、
出
(
一
爪
賢
門
の
こ
と
。
太
子
の
宮
殿
の
門
。
陸
機
は
か

つ
て
太
子
洗
馬
と
し
て
こ
こ
に
出
入
り
し
た
。

③
枚
乗
っ
・

1
前
漢
、
孝
元
、
後
元
三
年

吋
文
選
集
注
』
江
掩
「
雑
体
持
」
訳
注
(
二
)

(
前
一
四
一
)
字
は
叔
。

結
平
原
(
蟻
窓
)
機
(
盤
野
)

准
陰
(
江
蘇
省
)
の
人
。
呉
王
劉
漢
の
郎
中
で
あ
っ
た
が
、
後
に
枚
乗

は
呉
を
去
っ
て
梁
へ
行
き
、
梁
王
劉
武
の
上
客
と
な
っ
た
。
景
帝
の
時

に
は
召
さ
れ
て
弘
農
郡
都
尉
と
な
っ
た
が
、
賓
客
と
し
て
各
地
を
遊
説

し
、
病
気
と
称
し
て
官
を
辞
し
、
再
び
梁
の
賓
客
と
な
っ
た
。
獄
や
文

章
に
す
ぐ
れ
て
い
た
。
な
お
、
『
文
選
』
に
は
枚
乗
の
作
で
あ
る
「
七

発
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
(
巻
三
十
四
)
。
伝
は
『
漢
書
』
巻
五
十
一
。

④
相
如
前
漢
、
武
帝
元
年
?
(
前
一
七
九

)
i
元
狩
六
年
(
前
一

一
七
)
司
馬
相
如
。
成
都
の
人
。
字
は
長
郷
。
景
帝
の
と
き
に
武
騎
常

侍
と
な
っ
た
が
、
官
を
辞
し
て
梁
の
孝
王
の
食
客
と
な
り
従
遊
し
た
。

孝
王
の
死
後
、
成
都
に
帰
郷
す
る
際
に
、
臨
弓
の
富
豪
卓
王
孫
の
娘
、

卓
文
君
と
出
会
い
駆
け
落
ち
し
た
。
辞
賦
に
す
ぐ
れ
、
後
に
「
子
虚
賦
」

が
武
帝
の
眼
に
と
ま
る
と
、
召
さ
れ
て
郊
と
な
り
、
宮
は
中
郎
将
、
孝

文
闘
令
と
進
ん
だ
が
、
病
の
た
め
退
い
た
。
伝
は
『
史
記
』
巻
一
一
七
、

『
漢
書
』
巻
五
十
七
。

⑤
創
部
棟
。
・

1
後
漢
、
献
帝
、
建
安
二
十
二
年
(
一
二
七
)
字
は
公

幹
。
東
平
寧
揚
(
山
東
省
寧
陽
)
の
人
。
建
{
女
七
子
の
一
人
。
建
安
十

三
年
(
二

O
八
)
、
曹
操
の
政
権
に
入
り
、
苗
田
氏
父
子
に
仕
え
た
。
丞

棺
(
曹
操
)
嫁
属
、
平
原
侯
(
嘗
植
)
庶
子
、
五
官
将
(
曹
杢
)
文
学

な
ど
を
歴
任
し
、
建
安
文
学
の
一
翼
を
担
っ
た
。
梁
・
鍾
瞭
の
『
詩
品
』

で
は
、
建
安
七
子
の
中
で
最
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
『
劉
公
幹
集
』

一
巻
。
伝
は
『
三
国
士
山
』
巻
二
十
一
。

⑤
熔
湯
?
'
i
後
漢
、
献
帝
、
建
安
二
十
二
年
(
一
二
七
)
字
は
徳

現
。
汝
南
(
河
南
省
汝
南
県
東
南
)
の
人
。
建
安
七
子
の
一
人
。
響
操

に
召
さ
れ
て
丞
相
橡
属
と
な
り
、
次
い
で
平
原
侯
庶
子
、
五
宮
将
文
学

な
ど
を
歴
任
し
た
。
伝
は
『
三
国
士
山
』
巻
二
十
一
。

六
一
真
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士

長
綾
皆
俊
人
}

{
朱
敵
戚

李
養
日
、
毛
詩
日
、
朱
蕗
斯
皇
、
家
君
主
。
鄭
玄
日
、
蕗
者
、

侯
黄
朱
。
た
日
、
蕗
、
太
吉
蔽
膝
之
象
白
齢
与
十
一
弗
古
学
通
口
卦
司
斗
、

韓
斗
悦
討
。
陸
機
従
梁
陳
詩
臼
、
長
綾
旦
鮮
O

L

即
日
、
最
民
用

音
決
、
献
立
日
弗
。

張
銑
日
、
朱
獣
長
綾
、

皆
侍

之
服
。

亦
後
也
。

李
善
日
わ
く
、
毛
詩
に
臼
わ
く
、
朱
菟
斯
れ
皇
た
り
、
護
家
の
君

王
な
り
、
と
。
鄭
玄
白
わ
く
、
第
と
は
、
諾
侯
は
黄
朱
な
り
、
と
。
又

た
臼
わ
く
、
蕗
は
、
太
古
藤
を
蔽
う
の
象
な
り
、
と
。
鍛
と
菟
と
は

吉
字
通
ず
。
毛
詩
に
日
わ
く
、
警
士
の
宜
し
き
依
な
り
、
と
。
陸
機
の

梁
擦
に
従
う
詩
に
日
わ
く
、
長
綾
麗
に
し
て
立
つ
鮮
や
か
な
り
、
と
。

尚
警
に
日
わ
く
、
俊
民
用
て
章
ら
か
な
り
、
と
。

音
決
に
、
献
は
音
弗
、
と
。

張
銑
日
わ
く
、
朱
数
長
緩
は
、
比
自
な
侍
庄
の
殺
な
り
。
撃
も
亦
た
俊

な
り
、
と
。

〔
校
勘
〕

O
毛
詩
日
髪
士
欽
宣
〈
校
勘
各
本
〉
「
撃
士
」
の
先
行
用
例
と
し

て
、
比
の
条
の
上
に
「
毛
詩
日
未
一
…
我
撃
士
」
(
小
雅
「
甫
田
」
)
を
挙
、
げ
、

「
又
臼
」
と
し
て
「
警
土
依
宜
」
(
大
雅
「
械
撲
」
)
を
挙
、
げ
る
。

O
俊
民
「
俊
人
」
〈
富
子
監
本
・
明
州
本
〉

六
二
頁

〔
訳
〕

は
い
う
、
「
『
毛
詩
』
に
、
『
朱
い
膝
か
け
は
光
り
輝
い
て
お
り
、

将
来
王
室
の
君
主
と
な
り
王
と
な
る
お
方
で
あ
る
』
と
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
鄭
玄
は
、
『
菟
は
、
諸
侯
は
黄
色
を
帯
び
た
朱
色
の
も
の
を
身

に
つ
け
る
』
と
い
う
。
さ
ら
に
鄭
玄
は
、
『
菟
は
、
古
の
時
代
は
膝
を

蔽
う
も
の
で
あ
っ
た
』
と
説
い
て
い
る
。
「
敵
」
と
「
十
弗
」
は
古
字
で

は
通
訓
で
あ
る
。
『
毛
詩
』
に
、
『
俊
英
な
士
に
ふ
さ
わ
し
い
』
と
あ
る
。

濯
機
の
「
梁
陳
に
従
う
」
詩
に
は
、
『
冠
の
長
い
ひ
も
は
美
し
く
、
そ

の
う
え
鮮
や
か
で
あ
っ
た
』
と
あ
る
。
『
出
向
書
』
に
は
、
『
す
ぐ
れ
た
民

は
き
ち
ん
と
世
に
あ
ら
わ
れ
る
』
と
あ
る
」
と
。

『
立
間
決
』
に
、
「
搬
は
、
音
は
弗
」
と
あ
る
。

張
銑
は
い
う
、
「
朱
敵
・
長
綾
は
、
い
ず
れ
も
侍
庄
の
身
に
つ
け
る

服
で
あ
る
。
問
客
も
伺
じ
く
俊
の
意
で
あ
る
」
と
。

〔注〕①
毛
詩
呂
:
・
『
毛
詩
』
小
雅
「
斯
子
」
に
、
「
其
泣
埠
一
連
一
、
朱
北
巾

斯
皇
、
室
家
君
王
M

D

(

笠
(
の
泣
く
こ
と
唾
睦
た
り
、
朱
帝
斯
れ
皇
た
り
、

室
家
の
君
王
な
り
ご
と
見
え
る
。
詩
序
は
「
斯
子
、
宮
一
王
考
室
也
。
(
斯

子
は
、
宣
王
室
を
考
す
な
り
ご
と
い
い
、
宣
王
が
新
宮
を
成
し
た
こ

と
を
歌
っ
た
詩
で
あ
る
と
し
、
鄭
玄
は
ニ
至
家
、
一
家
之
内
。
宣
王
所

生
之
子
、
或
旦
為
天
子
、
或
旦
為
諸
侯
。
比
白
将
鍬
朱
帯
燥
煙
然
。
(
室

家
は
、
一
家
の
内
な
り
。
官
一
王
の
生
む
所
の
子
は
、
或
い
は
旦
つ
天
子

と
為
り
、
或
い
は
立
つ
諸
侯
と
為
る
。
皆
な
将
に
朱
帝
爆
燥
然
た
る
を

侃
び
ん
と
す
ご
(
『
毛
詩
鄭
築
』
巻
十
一
)
と
注
す
る
。
な
お
、
「
朱
帝



斯
皇
」
の
匂
は
、
『
毛
詩
』
小
雅
「
采
芭
」
に
も
見
え
る
。

②
鄭
玄
臼
:
・
同
じ
く
「
斯
干
」
の
鄭
注
に
、
「
帯
者
、
天
子
純
朱
、

諸
侯
黄
朱
。
(
帝
と
は
、
天
子
は
純
朱
に
し
て
、
諸
侯
は
黄
朱
な
り
ご

と
見
え
る
。
「
帯
」
は
、
『
説
文
解
字
』
(
巻
七
下
)
で
は
「
市
」
に
作

り
、
「
緯
品
。
上
古
衣
蔽
前
市
巴
。
市
以
象
之
。
天
子
朱
市
、
諸
侯
赤

市
、
大
夫
葱
衡
。
(
韓
な
り
。
上
古
、
衣
は
前
を
蔽
う
の
み
。
市
は
以

て
之
に
象
る
。
天
子
は
朱
市
、
諾
侯
は
赤
市
、
大
夫
は
葱
衡
な
り
ご

と
説
く
。
帯
か
ら
巾
が
垂
れ
て
い
る
形
で
、
古
は
礼
装
用
の
ひ
ざ
か
け

と
し
て
用
中
吟
れ
て
い
た
。
『
毛
詩
』
曹
風
「
候
人
」
に
も
、
「
彼
其
之

子
、
三
百
赤
帯
。
(
彼
の
其
れ
之
の
子
、
三
百
の
赤
市
)
」
と
見
え
、
『
毛

伝
』
は
「
帯
は
、
韓
な
り
」
と
注
す
る
。

③
又
日
:
・
『
毛
詩
』
小
雅
「
采
寂
」
の
「
赤
市
在
股
、
邪
幅
在
下
。

(
赤
帝
は
股
に
在
り
、
邪
幅
は
下
に
在
り
ご
の
鄭
注
に
、
「
帯
、
大
吉

蔽
膝
之
象
也
。
開
先
服
謂
之
帯
。
其
他
服
謂
之
韓
。
以
章
為
之
。
其
制
上

広
一
尺
、
下
広
三
尺
、
長
三
尺
、
其
頚
玉
寸
、
一
屑
革
帯
博
二
寸
。
(
主
巾

は
、
大
古
、
膝
を
蔽
う
の
象
な
り
。
完
服
之
を
帯
と
謂
い
、
其
の
他
の

綴
之
を
轄
と
謂
う
。
章
を
以
て
之
を
為
る
。
其
の
制
、
上
の
広
さ
は

一
尺
、
下
の
広
さ
は
こ
尺
、
長
さ
は
三
尺
、
其
の
頚
は
五
す
、
一
屑
と
革

帯
と
の
簿
さ
は
二
寸
な
り
ご
と
見
え
る
。
こ
の
注
は
『
礼
記
』
玉
藻

篇
に
、
「
韓
、
君
朱
、
大
夫
素
、
士
爵
章
。
:
:
:
韓
、
下
広
二
尺
、
上

広
一
尺
、
長
三
尺
、
其
頚
五
寸
、
一
屑
革
帯
博
二
寸
。
(
鍵
は
、
君
は
朱
、

大
夫
は
素
、
士
は
爵
章
。
:
:
:
韓
は
、
下
の
広
さ
は
二
尺
、
上
の
広
さ

は
一
尺
、
長
さ
は
三
尺
、
其
の
頚
は
五
寸
、
一
腐
と
革
帯
と
の
博
さ
は
こ

寸
ご
と
あ
る
の
を
援
用
し
た
も
の
。

④
獄
与
弗
古
字
通
「
帝
」
「
苑
」

『
文
選
集
注
い
江
掩
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
二
)

「韓」

「蔽」

「紋」

陸
平
原
(
鵜
笹
)
機
(
盤
野
) 斗

J

匹、

い
ず
れ

も
通
説
。
た
と
え
ば
、
唐
・
陸
徳
明
『
経
典
釈
文
』
巻
六
、
小
雅
「
采

吉
」
の
「
朱
帝
」
に
、
「
本
又
作
帯
、
或
作
紋
。
音
弗
。
下
篇
赤
菟
向
。

(
本
又
た
帝
に
作
り
、
或
い
は
紋
に
作
る
。
皆
な
音
は
弗
、
下
篇
の
赤

茶
も
同
じ
ご
と
注
す
る
の
は
そ
の
証
左
と
な
ろ
う
。

⑤
毛
詩
日
:
・
『
毛
詩
』
大
雅
「
械
撲
」
に
、
「
済
済
辞
玉
、
左
右

奉
輩
、
奉
嘩
峨
峨
、
警
土
依
宜
。
(
済
済
た
る
砕
王
、
左
右
に
産
を
泰

ず
、
意
を
奉
ず
る
こ
と
峨
峨
た
り
、
撃
土
の
宜
し
き
依
な
り
ご
と
見

え
、
『
毛
伝
』
は
「
童
、
俊
也
。
(
警
は
、
俊
な
り
ご
と
注
し
、
鄭
玄

は
「
士
、
郷
土
也
。
(
士
は
、
郷
土
な
り
ご
と
説
く
。

⑥
濯
機
従
梁
陳
詩
日
・
:
前
出
、
陸
機
「
呉
王
の
郎
中
た
り
し
時
、

梁
擦
に
従
い
し
作
」
に
、
「
軽
剣
払
般
車
属
、
長
綾
一
麗
旦
鮮
。
(
軽
剣
は
盤
腐

を
払
い
、
長
緩
は
一
践
に
し
て
且
つ
鮮
や
か
な
り
ご
と
あ
る
。
「
長
媛
」

は
、
冠
の
長
い
紐
。

⑦
尚
喜
日
・
:
『
尚
主
こ
局
室
田
「
洪
範
」
に
、
「
臼
、
王
省
惟
歳
、

郷
土
惟
月
、
師
弔
ア
惟

B
。
歳
月
日
時
無
易
、
百
穀
用
成
、

ν人
用
明
、
俊

民
用
章
、
家
用
平
康
。
(
日
わ
く
、
王
の
省
る
は
惟
れ
歳
、
郷
土
は
惟

れ
月
、
部
予
は
惟
れ
日
な
り
。
歳
・
月
・
自
の
時
易
わ
る
こ
と
無
く

ん
ば
、
百
穀
用
て
成
り
、

v八
用
て
明
ら
か
に
、
俊
民
用
て
章
ら
か
に
、

家
用
て
平
康
な
り
ご
と
あ
る
。
「
俊
民
」
は
、
す
ぐ
れ
た
人
々
。
賢
臣
。

な
お
「
俊
民
」
の
諾
は
、
『
尚
』
田
川
書
「
多
士
」
、
「
君
爽
」
に
も
見

え
る
。
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契
関
承
華
内

線
側
紗
総
歳
年
】

六
三
頁



①
 

李
善
日
、
陸
機
従
梁
篠
詩
日
、
設

E

E

E

G

 

洛
詩
日
、
託
身
承
華
側
百
十
字
陵
詩
日
、

音
決
、
契
、
苦
結
反
。

李
周
翰
日
、
契
関
、
勤
苦
也
。
承
認

捻
、
越
也
。
見
顧
遇
越
於
歳
年
也
。

筑
技
中
関
文
化
論
議

第
三
十
号

O 

又
赴③

、
太
子
門
名
。

迎
削
叫
殺
が
町
、

制
州
市
奴
か

纏
綿
位
。

李
善
臼
わ
く
、
陸
機
の
梁
擦
に
従
う
詩
に
日
わ
く
、
話
か
鶏
わ
ん
事

に
伏
す
る
こ
と
浅
し
と
、
契
関
し
て
三
年
を
総
ゆ
、
と
。
又
た
洛
に
赴

く
詩
に
臼
わ
く
、
身
を
承
華
の
側
に
託
す
、
と
。
十
字
陵
の
詩
に
日
わ
く
、

子
と
綴
謬
を
結
ば
ん
、
と
。

音
決
に
、
契
は
、
苦
結
の
反
、
と
。

李
周
斡
臼
わ
く
、
契
閣
は
、
動
苦
な
り
。
承
華
は
、
太
子
の
門
の
名
。

繍
謬
は
、
一
港
線
な
り
。
捻
は
、
越
な
り
。
一
一
一
一
口
う
こ
こ
ろ
は
一
般
遇
せ
ら
れ

て
歳
を
越
ゆ
る
な
り
、
と
。

〔
校
勘
〕

O
誰
謂
伏
事
浅
〈
校
勘
各
本
〉
こ
の
五
字
無
し
。

O
託
身
承
華
側
「
記
身
承
華
側
」
〈
国
子
監
本
・
秀
州
本
〉

O
顧
遇
「
顧
過
」
〈
校
勘
各
本
〉

O
歳
年
「
歳
華
」
〈
建
州
本
〉

o
a
〈
校
勘
各
本
〉
こ
の
字
無
し
。

〔
訳
〕李

善
は
い
う
、
「
臨
機
の
「
梁
陳
に
従
う
」
詩
に
は
、
『
い
っ
た
い
誰

が
太
子
に
お
仕
え
し
た
こ
と
が
浅
く
短
か
っ
た
な
ど
と
思
お
う
、
骨
を

六
回
頁

折
り
勤
勉
に
仕
え
る
こ
と
す
で
に
三
年
を
越
え
た
』
と
あ
る
。
さ
ら
に

「
洛
に
赴
く
」
詩
に
は
、
『
わ
が
身
を
承
華
内
の
ほ
と
り
に
お
い
た
』

と
あ
る
。
李
陵
の
詩
に
、
『
君
と
深
い
友
情
を
結
ぼ
う
』
と
あ
る
」
と
。

『
音
決
』
に
は
、
「
契
は
、
苦
結
の
反
」
と
あ
る
。

李
照
翰
は
い
う
、
「
契
腐
は
、
心
を
尽
く
し
て
勤
め
苦
労
す
る
こ
と

で
あ
る
。
一
承
華
は
、
太
子
の
門
の
名
で
あ
る
。
線
鯵
は
、
心
に
ま
と
わ

り
つ
い
て
離
れ
な
い
さ
ま
で
あ
る
。
捻
は
、
越
え
る
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
こ
こ
は
太
子
に
深
く
重
ん
じ
ら
れ
て
歳
月
を
過
ご
し
た
と
い
う

意
味
で
あ
る
」
と
。

[
注
〕

①
従
梁
陳
詩
・
:
前
出
、
陸
機
「
呉
王
の
部
中
た
り
し
時
、
梁
擦
に

従
い
し
作
」
に
見
え
る
。
「
伏
事
」
は
、
こ
こ
で
は
太
子
に
仕
え
る
こ

と
。
「
契
問
問
」
は
、
心
を
尽
く
し
て
勤
め
苦
し
む
こ
と
。
『
毛
詩
』
都
風

「
撃
鼓
」
に
、
「
死
生
契
閥
、
与
子
成
説
。
(
死
生
契
期
間
、
子
と
説
を
成

せ
り
ご
と
あ
り
、
『
毛
伝
』
は
、
「
契
鋼
、
勤
苦
品
。
(
契
弱
は
、
勤
苦

な
り
ご
と
注
す
る
。

②
赴
洛
詩
・
:
陸
機
「
洛
に
赴
く
二
首
」
(
『
文
選
』
巻
二
十
四
)

英
二
に
、
「
窮
旅
遠
遊
室
、
託
身
承
華
側
。
(
議
旅
し
て
遠
く
遊
富
し
、

身
を
承
華
の
側
に
託
す
ご
と
見
え
る
。
「
承
華
」
は
、
東
宮
の
門
。
こ

の
と
き
陸
機
は
太
子
洗
馬
の
職
に
あ
っ
た
。

③
李
陵
詩
・
:
李
陵
(
少
卿
)
「
蘇
武
に
与
う
三
首
」
其
二
(
『
文

選
』
巻
二
十
九
)
に
、
「
独
有
盈
鯵
酒
、
与
子
結
締
謬
。
(
独
り
傍
に
盈

つ
る
酒
の
み
有
り
、
子
と
繍
謬
を
結
ば
ん
ご
と
あ
る
。
「
繍
謬
」
は
、

ま
と
わ
り
つ
く
さ
ま
。
転
じ
て
仲
睦
ま
じ
い
さ
ま
を
い
う
。
「
纏
綿
」



。。

に
同
じ
。
古
く
は
『
毛
詩
』
唐
風
「
繍
綴
」
に
、
「
網
棚
秒
束
薪
、
三
星

在
天
。
(
繍
謬
と
し
て
薪
を
束
ぬ
、
三
星
天
に
在
り
ご
と
あ
り
、
『
毛

伝
』
は
、
「
'
婦
側
秒
、
猶
纏
綿
也
。
(
編
修
は
、
猶
お
纏
綿
の
ご
と
き
な
り
ご

と
注
す
る
。
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選
遥
観
洛
川
}

{
自
暮
柳
総
駕@

 

李
善
日
、
陸
機
苔
張
士
然
詩
日
、
余
国
水
郷
土
、

③
 

呂
延
済
呂
、
総
駕
、
停
車
也
。
洛
川
、
洛
水
。

総
轡
臨
清
川
。

李
善
日
わ
く
、
陸
機
の
張
士
然
に
答
う
る
詩
に
臼
わ
く
、
余
は
罰
よ

た

ず

な

む

す

り
水
郷
の
士
、
轡
を
総
び
て
清
川
に
臨
む
、
と
。

呂
延
済
白
わ
く
、
駕
を
総
ぶ
は
、
車
を
停
む
る
な
り
。
洛
川
は
、
洛

水
な
り
、
と
。

〔
校
勘
〕

O
洛
水

「
洛
水
也
」

〈
校
勘
各
本
〉

[
訳
〕李

善
は
い
う
、
「
陸
機
の
「
張
土
然
に
苔
う
」
詩
に
は
、
『
私
は
も
と

も
と
水
郷
の
呉
の
人
間
な
の
で
、
潟
の
手
綱
を
結
び
滑
ら
か
な
川
に
臨

ん
だ
』
と
あ
る
」
と
。

呂
延
済
は
い
う
、
「
駕
を
抱
ぶ
と
い
う
の
は
、

で
あ
る
。
洛
川
は
、
洛
水
の
こ
と
で
あ
る
」
と
。

馬
車
を
停
め
る
こ
と

吋
文
選
集
注
」
江
流
「
雑
体
持
」
訳
注
(
二
)

陸
平
原
(
報
管
)
機
(
盤
野
)

〔
注
〕①

議
遥
自
由
に
さ
ま
よ
う
。
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
く
。
『
楚
辞
』
離
騒
篇

。。

に
、
「
折
若
木
以
払
日
今
、
聯
遺
遥
以
相
羊
。
(
若
木
を
折
り
て
以
て
日

を
払
い
、
柳
く
透
遥
し
て
以
て
柁
羊
せ
ん
ご
と
あ
る
。
王
逸
は
「
遺

遥
・
相
羊
、
皆
遊
也
。
(
遺
遥
・
相
羊
は
、
皆
な
遊
ぶ
な
り
ご
と
注
し
、

洪
輿
祖
は
「
透
遥
、
猶
鞠
朔
也
。
相
羊
、
猶
排
梱
也
。
(
遺
遥
は
、
猶

お
鞠
類
す
る
が
ご
と
き
な
り
。
相
羊
は
、
猶
お
株
御
す
る
が
ご
と
き
な

り
ご
と
注
す
る
。
な
お
、
「
透
遥
」
を
「
須
突
」
に
作
る
テ
ク
ス
ト
も

あ
る
。②

文
口
張
土
然
詩
:
・
陸
機
「
張
士
然
に
苔
う
」
(
『
文
選
』
巻
二
十
四
)

に
、
「
余
国
水
郷
士
、
総
轡
臨
清
獄
。
(
余
は
冨
よ
り
水
郷
の
士
、
轡
を

総
び
て
清
淵
に
臨
む
ご
と
見
え
、
原
詩
で
は
「
清
川
」
を
「
清
淵
」

に
作
る
。
こ
こ
で
い
う
「
水
郷
」
は
、
そ
の
李
善
注
に
、
「
水
郷
、
謂

呉
也
。
(
水
郷
は
、
呉
を
謂
う
な
り
ご
と
あ
る
ご
と
く
、
健
機
の
故
郷

で
あ
る
呉
の
地
を
さ
す
。

③
総
駕
従
来
、
た
づ
な
を
と
っ
て
馬
車
を
走
ら
せ
る
意
と
解
し
て

い
る
が
、
こ
こ
は
五
臣
注
に
お
い
て
呂
延
済
が
説
く
よ
う
に
、
馬
の
た

づ
な
を
つ
な
ぐ
、
馬
車
を
と
ど
め
る
意
と
解
す
る
。
こ
れ
は
先
の
陸
機

「
張
士
然
に
答
う
」
も
同
様
で
あ
る
。
一
例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
『
楚

0

0

 

辞
』
離
騒
篇
に
、
「
飲
余
馬
於
戚
池
今
、
総
余
轡
乎
扶
。
(
余
が
馬
に
戚

池
に
飲
い
、
余
が
轡
を
扶
桑
に
総
ぶ
ご
と
あ
り
、
王
逸
は
「
総
、
結

品
。
(
総
は
、
結
な
り
ご
と
注
す
る
。
恐
ら
く
は
呂
延
済
の
注
も
こ
れ

に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
楚
辞
』
の
句
は
先
の
「
折
若
木
以

払
日
分
、
聯
遺
遥
以
相
羊
」
と
続
い
て
お
り
、
注
釈
に
は
指
摘
さ
れ
て

六
五
頁
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い
な
い
が
、
本
文
が
こ
の
現
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

な
お
、
底
本
は
「
捻
」
に
作
る
が
、
こ
れ
は
「
総
」
の
俗

17 
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{
但
没
多
挟
木

宿
草
湊
寒
熔
}

①
 

李
善
臼
、
公
羊
伝
日
、
秦
伯
諮
叔
日
、
若
布
之
者
、

③
 

扶
実
。
礼
記
、
曽
子
臼
、
朋
友
之
墓
有
宿
革
、
市
不
央
一
鴨
川
。

劉
良
田
、
程
、
設
塩
。
挟
木
、
合
手
之
木
山
山
。
宿
革
、
陳
根
也
。

役
在
路
、
但
見
墳
墓
、
挟
木
宿
草
犯
寒
畑
町
己
。

陸
善
経
白
、
ヰ
一
一
口
組
没
者
、
年
己
深
遠
、
墳
多
扶
抱
之
木
、

上
波
寒
熔

D

今
案
五
家
本
没
為
役
品
。

塚
上
之
木

宿
草
森
疎
、

李
善
日
わ
く
、
公
羊
伝
に
日
わ
く
、
秦
伯
蓬
叔
に
謂
い
て
日
わ
く
、

年
の
若
き
の
年
は
、
塚
上
の
木
は
挟
な
ら
ん
、
と
。
礼
記
に
、
曽
子
日

わ
く
、
朋
友
の
墓
に
宿
草
有
る
と
き
は
、
市
ち
突
せ
ず
、
と
。

劉
良
臼
わ
く
、
祖
は
、
往
く
な
り
。
扶
木
は
、
合
手
の
木
な
り
口
宿

草
は
、
陳
根
な
り
。
行
役
し
て
路
に
在
り
、
但
だ
墳
墓
を
見
れ
ば
、
挟

木
宿
革
、
案
、
短
を
犯
す
の
み
、
と
。

陸
善
経
日
わ
く
、
復
没
と
ヰ
一
一
口
う
は
、
年
己
に
深
遠
に
し
て
、
墳
に
挟

抱
の
木
多
く
、
{
倍
草
森
疎
と
し
て
、
上
は
寒
煩
を
凌
ぐ
な
り
。
今
案
ず

る
に
、
五
家
本
は
没
を
役
と
為
す
な
り
、
と
。

〔
校
勘
〕

O
若
匁
之
年
者

「
欝
之
年
」
(
「
若
」
「
者
」
字
無
し
)
〈
校
勘
各
本
〉

六
六
頁

O
朋
友
之
墓

「
朋
友
之
暮
」

監
本
・
明
州
本
〉

〈国

行

〔
訳
〕十

字
蕃
は
い
う
、
「
『
公
羊
伝
』
に
、
『
秦
伯
が
楚
叔
に
、
そ
な
た
の
ご

と
き
年
齢
(
普
通
の
寿
命
を
迎
え
て
い
た
ら
)
で
は
、
も
う
と
っ
く
に

墓
の
上
の
木
は
両
手
で
抱
え
る
ほ
ど
の
大
き
さ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
と
い
っ
た
』
と
あ
る
。
ま
た
『
礼
記
』
に
は
、
『
曽
子
は
、
友
人

の
纂
に
お
参
り
し
て
宿
草
が
生
え
て
い
た
ら
、
声
を
た
て
て
泣
く
こ
と

は
し
な
い
と
い
っ
た
』
と
あ
る
」
と
。

劉
良
は
い
う
、
「
径
は
、
往
く
こ
と
で
あ
る
。
扶
木
は
、
両
手
で
抱

え
る
ほ
ど
の
大
き
さ
の
木
で
あ
る
。
宿
草
は
、
古
い
草
木
の
根
で
あ
る
。

遠
く
旅
を
し
て
路
の
途
中
で
、
た
だ
墳
墓
を
見
て
み
る
と
、
あ
た
り
に

は
挟
木
や
宿
草
が
、
冷
た
い
も
や
の
中
に
生
え
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
。

陸
善
経
は
い
う
、
こ
こ
で
「
祖
没
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
す
で
に

長
い
歳
月
を
経
て
、
墓
の
ま
わ
り
に
は
両
手
で
抱
え
る
ほ
ど
の
木
が
多

く
立
ち
並
び
、
ま
た
宿
草
が
生
い
茂
っ
て
、
上
の
ほ
う
は
冷
や
や
か
な

も
や
を
こ
え
て
伸
び
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
今
競
べ
て
み
る
と
、
五
臣

本
は
没
を
役
と
し
て
い
る
」
と
。

〔
注
〕

①
公
羊
伝
日
:
・
『
春
秋
公
羊
伝
』
催
公
三
十
三
年
「
夏
四
月
辛
己
、

普
人
及
萎
戎
敗
秦
子
殺
。
(
夏
四
月
辛
巳
、
晋
人
萎
戎
に
及
び
て
秦
を

殺
に
敗
る
)
」
の
条
の
伝
に
、
「
秦
佑
怒
目
、
若
一
樹
之
年
者
、
宰
上
之
木

扶
失
。
(
秦
佑
怒
り
て
臼
わ
く
、
一
簡
が
年
の
若
き
は
、
宰
上
の
木
は
挟



な
ら
ん
、
と
ご
と
あ
り
、
何
休
は
「
扶
、
可
以
手
対
抱
。
(
扶
は
、
以

て
手
の
対
抱
す
べ
し
ご
と
注
す
る
。
「
挟
木
」
は
、
両
手
で
抱
え
る
ほ

ど
の
大
き
さ
の
木
。
大
木
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
墓
に
植
え
た
木
が
歳

月
を
経
て
大
木
に
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
死
後
年
月
が
経
つ
こ
と
を
さ

す
。
ま
た
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
傍
公
三
十
二
年
「
冬
十
有
二
月
己
卵
、

普
侯
重
耳
卒
。
(
冬
十
有
二
月
己
卯
、
晋
侯
重
耳
卒
す
)
」
の
条
の
伝
に

も
、
「
公
使
謂
之
日
、
一
爾
何
知
。
中
寿
務
墓
之
木
扶
失
。
(
公
之
に
謂

わ
し
め
て
日
わ
く
、
一
橋
何
を
か
知
ら
ん
。
中
寿
な
ら
ば
爾
が
墓
の
木
は

扶
な
ら
ん
ご
と
あ
り
、
社
預
は
、
「
合
手
日
挟
。
一
一
一
一
口
其
過
老
、
惇
不
可

用
。
(
合
手
を
扶
と
巴
う
。
其
の
老
を
過
ぎ
、
惇
と
し
て
用
う
べ
か
ら

ざ
る
を
言
う
ご
と
注
す
る
。
な
お
、
「
挟
木
」
の
語
は
、
江
流
「
恨
の

0

0

 

賦
」
(
『
文
選
』
巻
十
六
)
に
も
、
「
試
望
平
原
、
蔓
草
祭
骨
、
扶
木
数

魂
。
(
試
み
て
平
涼
を
望
み
、
蔓
草
骨
に
紫
わ
り
、
挟
木
魂
を
数
む
ご

と
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
李
善
注
は
明
左
伝
』
俸
公
三
十
二
年
の
条

を
引
き
、
五
庄
で
は
呂
向
が
「
掩
望
見
平
原
陵
墓
、
蔓
延
之
草
合
挟
之

木
、
紫
透
人
骸
骨
、
有
如
来
欽
魂
塊
於
是
中
也
。
(
掩
平
涼
の
陵
墓
を

望
見
す
る
に
、
蔓
延
の
草
・
合
扶
の
木
、
人
の
骸
骨
を
祭
透
し
て
、
魂

塊
を
是
の
中
に
緊
飲
す
る
が
如
き
こ
と
有
る
な
り
ご
と
注
す
る
。

②
札
記
・
:
『
礼
記
』
檀
弓
策
上
に
見
え
る
。
鄭
玄
は
「
宿
革
、
調

陳
根
也
。
(
宿
草
は
、
陳
根
を
謂
う
な
り
ご
と
注
す
る
。
「
宿
革
」
は
、

前
年
の
根
か
ら
生
え
た
革
、
す
で
に
一
年
以
上
経
っ
て
い
る
草
の
こ
と

で
、
総
じ
て
墓
地
に
生
え
る
草
を
い
う
。

19 
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{
口
子
易
感
慌

榔
脇
還
自
憐
}

『
文
選
集
注
い
江
掩
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
二
)

陸
平
原
(
磯
首
)
機
(
盤
野
)

①
 

李
善
臼
、
劉
公
幹
詩
日
、

故
郷
、
顧
影
倭
自
憐
。

音
決
、
易
、
以
智
反
。
慨
、
可
代
反
。
際
、
直
亦
反
。
閥
、
直
録
反
。

呂
向
日
、
遊
客
感
此
扶
木
宿
草
易
為
慨
歎
。
機
臓
、
不
安
貌
。
自
憐
、

白
哀
憐
。

素
人
易
感
動
。

@
 

陸
機
道
中
詩
呂
、

件
立
望

李
善
日
わ
く
、
劉
公
幹
の
詩
に
白
わ
く
、
求
人
は
感
動
し
易
し
、
と
。

陸
機
の
道
中
の
詩
に
臼
わ
く
、
件
立
し
て
故
郷
を
臨
み
、
影
を
顧
み
て

懐
と
し
て
自
ら
燐
む
、
と
。

音
決
に
、
易
は
、
以
智
の
反
。
慨
は
、
可
代
の
反
。
際
は
、
直
亦
の

反
。
臓
は
、
直
録
の
反
、
と
。

呂
向
日
わ
く
、
遊
客
此
の
扶
木
宿
草
に
感
じ
て
慨
歎
を
為
し
易
し
。

機
腐
は
、
不
安
の
貌
。
自
ら
憐
む
は
、
自
ら
哀
憐
す
る
な
り
、
と
。

〔
校
勘
〕

O
殺
人

O
感
動

O
榔
揚

「
平
人
」
〈
由
子
監
本
・
明
川
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

「
感
働
」
〈
校
勘
各
本
〉

「
機
関
」
〈
校
勘
各
本
〉

以
下
向
じ
。

〔
訳
]

李
養
は
い
う
、
「
劉
公
幹
の
詩
に
、
『
親
友
と
離
れ
て
い
る
我
が
身
は
、

と
か
く
心
を
動
か
さ
れ
や
す
い
』
と
あ
る
口
ま
た
陸
機
の
「
道
中
」
の

詩
に
、
明
た
た
ず
ん
で
故
郷
の
あ
る
ほ
う
を
眺
め
た
り
、
自
分
の
影
を

ふ
り
返
っ
て
、
痛
ま
し
く
我
が
身
を
憐
れ
む
の
で
あ
る
』
と
あ
る
」
と
。

六
七
頁
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一
円
代
の
反
。

慨
は
、

『
立
間
決
』
に
、
「
日
却
は
、
以
智
の
反
。
慨
は
、

直
亦
の
反
。
麟
は
、
夜
録
の
反
」
と
あ
る
。

呂
向
は
い
う
、
「
旅
人
が
墓
に
生
え
て
い
る
挟
木
や
宿
革
に
心
を
動

か
さ
れ
て
憂
い
の
情
を
起
こ
し
ゃ
す
い
の
で
あ
る
。
機
騒
は
、
滋
ち
つ

か
な
い
様
子
で
あ
る
。
自
ら
憐
む
は
、
自
ら
我
が
身
を
悲
し
く
憐
れ
む

こ
と
で
あ
る
」
と
。

(
注
〕

①
額
公
幹
詩
:
・
劉
公
幹
(
禎
)
「
徐
幹
に
贈
る
」
(
町
文
選
』
巻
一

十
三
)
に
、
「
歌
人
易
感
動
、
沸
下
与
衿
連
。
(
軍
人
感
動
し
易
く
、

滋
下
り
て
衿
と
連
な
れ
り
ご
と
見
え
る
。
「
軍
人
」
は
、
孤
独
の
入
、

離
人
を
い
う
。
「
一
事
」
は
、
『
説
文
解
字
』
に
、
「
章
、
一
民
也
。
(
教
は
、
一
民

る
な
わ
ノ
)
」
と
あ
る
ご
と
く
、
背
く
、
の
意
、
ま
た
そ
こ
か
ら
転
じ
て
、

離
れ
る
、
別
れ
る
、
の
意
と
な
る
。

②
陸
機
道
中
詩
・
:
前
出
、
濯
機

其
一
に
見
え
る
。

「
洛
に
赴
く
道
中
の
作

一
首
」
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①
 

離
思
非
徒
然
}

{
願
言
寄
三
鳥

め

李
善
日
、
楚
辞
田
、
三
鳥
飛
以
自
十
階
、
覧
其
志
市
欲
北
。
願
寄
一
一
一
一
口
於

三
烏
今
、
去
灘
.
疾
而
不
得
。
密
機
赴
洛
詩
巴
、
感
物
恋
堂
室
、
離
忠
一

何
深
。音

決
、
患
、
息
虫
反
。

張
銑
日
、
三
鳥
者
、
楚
詩
本
震
当
時
所
見
、

無
定
名
也
。

我
寄

六
八
頁

-v・u
e作
u
y

申
其
離
思
。
宣
空
然
哉
也
。

李
臼
わ
く
、
楚
辞
に
巴
わ
く
、
三
鳥
飛
び
て
以
て
南
よ
り
し
、
其

の
志
を
覧
て
北
せ
ん
と
欲
す
。
ニ
一
一
口
を
三
烏
に
寄
せ
ん
こ
と
を
願
う
も
、

去
る
こ
と
瓢
疾
に
し
て
得
ず
、
と
。
陸
機
の
洛
に
赴
く
詩
に
臼
わ
く
、

物
に
感
じ
て
堂
室
を
恋
ひ
、
灘
忠
一
に
何
ぞ
深
き
、
と
。

音
決
に
、
思
は
、
患
自
の
反
、
と
。

張
銑
臼
わ
く
、
一
ニ
烏
と
は
、
楚
詞
は
本
よ
り
当
時
の
見
る
所
を
属
し
、

定
名
無
き
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
我
れ
言
を
此
の
烏
に
寄
せ
て
其
の
離

思
を
申
ぶ
。
宣
に
空
し
く
然
ら
ん
や
、
と
。

〔
校
勘
〕

O
瓢
疾

O
也

校「
勘障さj
各疾
本」

下校

二二勘
二手各
年本

し

〔
訳
〕李

善
は
い
う
、
「
『
楚
辞
』
に
、
『
三
烏
が
南
か
ら
飛
ん
で
き
た
。
鳥

の
意
向
を
よ
く
観
察
す
る
と
北
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
わ

が
言
葉
を
あ
の
三
鳥
に
こ
と
や
つ
け
よ
う
と
願
っ
た
が
、
風
の
よ
う
に
速

く
飛
び
去
っ
て
と
て
も
か
な
わ
な
か
っ
た
』
と
あ
る
。
陸
機
の
「
洛
に

赴
く
」
詩
に
は
、
『
風
物
に
心
動
か
さ
れ
て
母
や
妻
が
恋
し
く
、
こ
の

離
別
の
思
い
は
な
ん
と
深
い
こ
と
か
』
と
あ
る
」
と
。

『
立
日
決
』
に
は
、
「
思
は
、
息
自
の
反
」
と
あ
る
。

張
銑
は
い
う
、
「
こ
の
三
鳥
に
つ
い
て
、
『
楚
辞
』
は
も
と
よ
り
当
時

た
ま
た
ま
自
に
つ
い
た
も
の
を
つ
づ
っ
た
だ
け
で
、
そ
れ
に
は
と
く
に



定
ま
っ
た
名
前
な
ど
無
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
言
葉
を
三
鳥
に
こ
と

づ
け
て
離
別
の
思
い
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
患
い
は
ど
う
し
て
空

し
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
(
深
く
果
て
し
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
ご
と
。

〔
注
〕①

非
徒
然
徒
ら
に
然
る
に
非
ず
。
(
離
別
の
堪
え
難
い
思
い
は
)

む
な
し
く
そ
の
よ
う
に
湧
き
起
こ
る
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
感
情

が
切
実
で
あ
り
、
尋
常
で
は
な
い
こ
と
。
張
銑
は
こ
れ
を
「
宣
に
空
し

く
然
ら
ん
や
」
と
置
き
換
え
て
注
す
る
。

②
楚
辞
日
:
・
『
楚
辞
』
九
歎
篇
「
憂
苦
」
に
、
「
三
鳥
飛
以
自
南

今
、
覧
其
志
市
欲
北
。
願
寄
言
於
三
鳥
今
、
去
瓢
疾
市
不
可
得
。
(
三

鳥
飛
び
て
以
て
南
よ
り
し
、
其
の
志
を
覧
て
北
せ
ん
と
欲
す
。
ニ
一
一
口
を
三

鳥
に
寄
せ
ん
こ
と
を
願
う
も
、
去
る
こ
と
瓢
疾
に
し
て
得
べ
か
ら
ず
ご

と
あ
り
、
王
逸
は
二
一
一
口
己
在
於
湖
沢
之
中
、
見
三
鳥
飛
従
南
来
、
観
察

其
志
、
欲
北
渡
江
縦
攻
が
自
在
也
、
自
傷
不
得
北
帰
、
曽
不
若
飛
鳥
品
。

(
言
う
こ
こ
ろ
は
己
に
湖
沢
の
中
に
在
り
、
一
ニ
鳥
の
飛
び
て
南
よ
り
来

る
を
見
、
其
の
志
を
観
察
す
る
に
、
北
の
か
た
江
を
渡
り
縦
怒
自
在
な

ら
ん
と
欲
す
る
や
、
自
ら
北
に
帰
る
を
得
ず
し
て
、
曽
て
飛
鳥
の
若
く

な
ら
ざ
る
を
傷
む
な
り
)
」
、
ま
た
二
一
一
口
己
銃
不
得
比
帰
、
願
図
三
鳥
飛
、

寄
善
言
以
遠
其
君
。
去
又
急
疾
而
不
可
得
、
心
為
結
畑
山
也
。
(
言
う
こ

こ
ろ
は
己
に
既
に
北
に
帰
る
を
得
ず
し
て
、
一
二
鳥
の
飛
ぶ
に
因
り
て
、

善
言
を
寄
せ
て
以
て
其
の
君
に
遺
ら
ん
こ
と
を
綴
う
も
、
去
る
こ
と
又

た
急
疾
に
し
て
得
べ
か
ら
ず
、
心
為
に
恨
み
を
結
ぶ
な
り
ご
と
説
く
。

③
陸
機
赴
洛
詩
臼
:
・
前
出
、
陸
機
「
洛
に
赴
く
二
首
」
英
一
に

見
え
る
。
「
離
思
」
は
、
家
族
や
両
親
な
ど
が
離
れ
ば
な
れ
に
い
る
人

吋
文
選
集
注
い
江
掩
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
二
)

陸
平
原
(
抑
制
箆
)
機
(
盤
野
)

へ
の
悲
し
い
思
い
。
そ
の
先
行
用
例
と
し
て
は
、
曹
植
の
「
雑
詩
六

。。

言
」
(
『
文
選
』
巻
二
十
九
)
其
一
に
、
「
方
舟
安
可
極
、
離
患
故
難
任
。

(
舟
を
方
ぶ
る
も
安
ん
ぞ
極
る
べ
き
、
離
思
故
に
任
え
難
し
ご
と
見

え
て
お
り
、
恐
ら
く
は
陸
機
も
こ
の
表
現
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。

(
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
)

六
九
頁
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